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埋蔵文化財調査室とは

北海道大学構内の地下に眠っている遺跡の調査・保存・研究にかかわる業務に携わ

っています。

ホームページ:http://www.hucc.hokudai.ac.jp/-r16749/maibun.html 

薬学部研究棟地点での発掘調査が始まる

企薬学部研究棟地点での発掘調査の様子 黒土を慎重に掘り下げていくと、約千年前の擦文土器が出土

してきました。赤い串はその擦文土器が出土したポイントを示しています。

現在、薬学部薬草植物園の北西箇所で、埋蔵文

化財調査室による発掘調査が行われています。発

掘は、薬学部の研究棟が新たに建設されることに

伴い実施されることになったものです。約1000rrf 

を調査対象とした発掘調査は、 2007年の6月には

いってから本格的に始められました。現在までの

調査の結果、擦文文化の集落がこの場所には残さ

れていることがわかってきています。



A地中から擦文土器が発見されたときの状況

..発掘調査遠景 北西より

-・I.，>>~・ 擦文文化とは?

北海道を中心にして、およそ 7世紀から13

世紀頃にかけて広がっていた文化のことで

す。土器の表面に擦った跡がみられること

が、名前の由来です。擦文文化を残した人々

は、河川の河口部や内陸の小河川沿いに集落

をかまえ、力マド付きの竪穴住居に暮らして

いました。主要な利器は、石から鉄を素材と

するものに移り代わっており、アワ・ヒエな

どの雑穀農耕や河川でのサケ・マスの漁掛活

動がさかんにおこなわれていたことがわかっ

ています。

発掘調査では、地下に埋まっている埋蔵

文化財を慎重に掘り出し、詳細な記録を

とっていくことが必要となります。人為

的に動かされたと思われる表層の土をバ

ックホーなどで取り除いたあと、自然に

堆積した土を手作業で根気強く掘り下げ

ていくと、現地表下約90cmの、深さに擦文

文化の頃に堆積した黒色土層が姿を現し

てきました。

現在、この黒色土層中の調査をすすめて

いるところです。6月27日現在で、この地

層から擦文文化(約1100年前)の土器片

が150点ほど発見されています。また、竪

穴住居祉と考えられる黒色土層の落ち込

みも見つかっており、この地点が擦文文

化の集落であったことが明らかとなって

います。竪穴住居士止の近くには、かつて

河川|が流れていたと思われる痕もあるこ

とから、擦文文化の集落の周囲を取り囲

んでいた自然景観も詳細に把握できそう

です。

調査は9月まで続けられる予定です。擦

文文化の頃の旧地形を含めた自然景観と

集落との関係を把握することで、当時の

生活に迫りうる調査成果が得られるもの

と期待されています。

企擦文土器 杯(っき)と呼ばれるもの
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埋蔵文化財調査室の展示室の紹介

企展示室に並べられている擦文土器 恵迫寮地点から出土したもの

企石囲い炉I止 人文 ・社会科学総合教育研究棟地点から出土したもの

をかたどったもの

展示室の見学

埋蔵文化財調査室のなかに

は展示室も設けられていま

す。展示室には、北大構内の

さまざまな調査地点から出土

してきた、土器や石器、炭化

植物種子、木製品などが展示

され、公開されております。

いずれも貴重な資料ばかりで

す。展示室は北大の総合博物

館の授業で利用されている

他、展示資料は考古学を専門

とする学生 ・院生の研究対象

ともなっています。

年末・年始の休みを除く平日(月~金曜日)午前 10時から午後5時まで、埋蔵文化財調査室の展示室は

学内外の方々に公開されております。気軽に見学にお越し下さい。
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北海道大学構内(札幌キャンパス)の遺跡分布

セロンペツ川

e 擦文文化の遺構
遺物の出土地点

@ 

.. 
続縄文文化の遺構

・遺物の出土地点

過去に調査が実施
された地点

埋没河JII

北海道大学の構内には、サク、ンュコトニ川やセロ

ンベツ川などの河川|が流れていたことがわかっ

ています。

その河川沿し¥からは、これまで埋蔵文化財

調査室が実施してきた調査により、多数

の続縄文文化や擦文文化の遺跡が存在

することが確認されています。

今後も、調査の進展によってさらに

新たな発見があることでしょう。
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編 集後記

埋蔵文化財調査室ニユースレターでは、今後とも調査室がおこなう発掘の速報や活動内容の紹介をおこな

っていきたいと考えております。ご意見・ご感想をお寄せいただければ幸いです。 (高倉)
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